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１．調査の目的・調査設計

１．調査の目的： 本調査は、音楽パッケージメディアの需要構造を世代間比較の視点と、トレンド分析的

視点によって総合的に把握することを主な目的としている。

２．調査設計： サンプル設計

6666132４０～５５才

6666132３０代

6767134２０代

6767134大学生

6767134高校生

400 400

67

女性

67

男性

800合計

134

計

中学生

（サンプル）

＊20代は学生を含まず。

調査対象者 ：１２～５５才男女（ただし小学生は除く）

調査エリア ： 東京30㎞圏

抽 出 方 法 ：エリアサンプリング法（50地点・各地点16サンプル）

調 査 方 法 ：質問紙による面接留置き自記入式

調 査 日 時 ：2001年10月1日（月）～15日（月）

ウェイトバック集計について：

実際の人口構成は年代によってバラつきがあるため人口構成比に合わせるために係数をか

ける、「ウェイトバック」と呼ばれる統計手法を用いています。

本調査の数字は、全てウェイトバック後のより人口構成比にそった数字を用いて

います。

本文中の％の数値の表記について：

本白書の％の数値は正数表記（小数点以下四捨五入）となっています。シングルアンサー

等の回答の合計が100％＋－になっている箇所がありますが、小数点以下を四捨五入した

ことによる誤差とお考えください。数値に問題はありません。



２．２００１年度音楽パッケージソフトマーケットの現状とポイント

第１章　２００１年の音楽ソフト購入実態
■拡大する中高年層マーケット （５ページ）

　世代別の推定マーケットシェアでは４０～５５才の中高年層の推定マーケッ

トシェアが【２１.８％⇒２６.２％】と前年に続いて伸長しました。とくに資力のあ

る現在の５０代は若い時代に音楽鑑賞の楽しさを経験している世代であり、

子離れに伴って音楽を聴く時間が持てるようになってきているのでしょう。

　ただし最大のマーケットが２０代社会人（３９.１％）であることは昨年から変

わっていません。男女ともに晩婚化が進む昨今『独身社会人層』の消費パワー

には今後も期待が持てるでしょう。
（※データを読む場合、東京３０ｋｍ圏という地域特性や・１２～５５才・８００サンプルの調査

設計である点にご留意下さい）

■シングルＣＤマーケットの減少 （6,7ページ）

　また大きく見るとアルバムＣＤマーケットが「広く・浅く」なったと言えそうです

（購入経験率の増加【６６％⇒７２％】、購入者あたり購入枚数が１～３枚のラ

イト層の増加【２７％⇒３４％】）。

　逆にシングルＣＤマーケットは購入経験率が【４６％⇒３８％】と低下し減少

傾向と見られます。

■コンピレーション・ベスト盤が定着 （９ページ）

　一方で新作以外の様々なＣＤアルバムのタイプに明確な傾向が伺えました。

　邦楽については「ベスト盤」購入経験率が全体で４０％と「新作：４８％」に迫

る勢いです。性・年代別に見た場合、男子大学生（５８％）・女子高校生

（５８％）・２０代女性（５５％）がとくにベスト盤の購入経験率が高くなりました。

　男子大学生はベスト盤以外に「旧譜（４２％：全体・２８％）」「コンピレーション

盤（１８％：全体・８％）」で高い購入経験率を示しました。また「過去の名盤」で

は４０～５５才の男性層が一番高く（２３％：全体・１４％）なっています。同様に

女性では女子高校生と２０代女性が「旧譜（４６％、４２％：全体・２８％）」で高

い購入経験率を示しました。

　これが洋楽の場合「新作：１８％」に対して「ベスト盤：１４％」「コンピレーショ

ン盤：１３％」「旧譜：１３％」とほぼ横並びとも言える構成となりました。

　性・年代別では「旧譜」は女子大学生（２４％：全体・１３％）、「ベスト盤」では

男子大学生と２０代男性（ともに２５％：全体・１４％）、コンピレーション盤では

２０代女性（２７％：全体・１３％）がそれぞれ高い傾向となりました。

　また、これ以外にも邦洋ともに「過去の名盤」は男性で高い傾向が見られま

した（邦楽／２０％：全体・１４％、洋楽／１３％：全体・１０％）。



第２章　音楽ソフトコピーとＣＤ－Ｒ利用実態

■コピーの音源はレンタルＣＤからが６３%と最も多い （13,14ページ）

　コピーの音源はレンタルＣＤ等からが６３％に達しており、続いて自分で買っ

たＣＤ等が４３％、友人から借りたＣＤ等が３９％となっています。

■ＣＤ－Ｒへのコピー急増 （14ページ）

　こうしたダビング行為の具体的な録音先のメディアとしては「ＭＤ：５４％」が

「カセットテープ：５５％」とついにほぼ同数となり、またＣＤ－Ｒも【１５％⇒２

４％】と急増しています。

■ＣＤ－Ｒパソコン所有率、利用率の増加 （15,16ページ）

　ＣＤ－Ｒ機器の所有率は昨年の１８％から３０％に増加しています。このうち、

パソコン用ＣＤ－Ｒドライブの所有率が９７％となっています。

　利用動向でも全体の１５％が「自宅にありよく利用している」と答えています。

特に、男子大学生は３４％と高く、続いて、２０代男性（２２％）、３０代男性（２

１％）と並びます。

■ＣＤ－Ｒの用途はデータのバックアップが減少し、

　音楽ソフトコピーの利用急増 （16ページ）

　用途としては「レンタル店で借りたＣＤのコピー」が【３３％⇒５２％】と大きく

増加しています。また、ＭＰ３ファイル等の音楽データのコピーも【１９％⇒３

５％】と急激に拡大しており、インターネット・ブロードンバンドの普及とＣＤ－

Ｒ標準搭載パソコンの普及も相まって、今後は更にその影響が拡大するとみ

られます。

■ＣＤ－Ｒ搭載パソコンの購入意欲上昇 （16ページ）

　非所有者のＣＤ－Ｒ搭載パソコンの購入意欲も昨年の２３％から４０％に急

激に高まっています。特に、男性の大学生、２０代及び女性の大学生にその

傾向が顕著です。



第１章　１．ＣＤ購入枚数別にみる世代別マーケットシェア

ＣＤ購入枚数と性・年代を切り口に、今回の調査から見られる音楽マーケットの構造をみてみます。

Ｈ：ヘビー

(年間12枚以上購入)

Ｎ：ノン

(非購入)

Ｍ・Ｌ：

ミドル・ライト

(年間11枚以下購入)

男　性

女　性

男　性

女　性

男　性

女　性

男　性

女　性

男　性

女　性

男　性

女　性

中学生

高校生

大学生

２０代

３０代

　40～55才

5.3

5.5

5.3

24.5

21.6

37.9

14.0

12.2

1.0

0.5

0.6

0.2

0.5

0.1

2.6

2.1

3.0

3.1

6.3

6.0

11.5

6.7

0.6

0.5

1.2

0.8

1.0

0.4

3.9

2.9

1.7

1.0

3.2

1.2

25.1

30.5

1.1

1.6

0.9

1.7

1.4

1.8

6.0

7.0

6.3

6.6

9.5

11.8

＊ベース：全数（ｎ＝800）：購入枚数は「アルバム+シングル」合計

注：少数第2位以下を四捨五入している為、合計が100％＋－になっていますが数値に問題はありません。

推定マーケット

シェア★

63.7

36.3

2.0

2.0

3.3

2.7

6.2

2.6

23.9

15.2

10.1

5.8

18.2

8.0

★推定マーケットシェアの算出方法★

性・年代別のアルバム･シングル年間平均購入枚数（中古盤・輸入盤・インディーズ盤などを含む）をそれぞれ、＜アルバム1枚＝3ポイ
ント、シングル1枚＝１ポイント＞と指数化した上で総計を出し、そこから各性・年代それぞれの全体に対する比率を算出しました。

男　　性　　　　計

女　　性　　　　計

50.7

49.3

＊単位：％

「ＣＤ購入枚数別にみた、性年代別人口ボリューム」
（タテヨコ全体計100％でみた実際のマーケット人口ボリューム）

　やはり本年も、音楽マーケットの多くを占めるのは２０代（男女合計で３９.１％）となりました。単純な人口構成比で
は２４.５％ですから一人あたりのＣＤ購入量の多さがうかがえます。

　これに次ぐのは４０～５５才の２６.２％となります。中でも男性層は１８.２％と２０代の女性を上回るマーケットシェ
アを示しています。ただし人口構成比は３７.９％なので一人あたりの購入量という点ではまだまだ開拓の余地があ
りそうです。

　学生層は中学生から大学生まで全て合計して１８.８％です。実際の人口構成比は１６.１％ですから一人あたりの
ＣＤマーケットへの貢献はなかなかと判断できます。

　　　　　（※東京３０ｋｍ圏という地域特性や・１２～５５才・８００サンプルの調査設計である点にご留意ください）



２．性・世代別にみるＣＤ購入枚数（アルバム）

　ここでは、昨年から本年へのＣＤアルバムの購入枚数の変化を性・年代別にみていきます。

　全体的にみた場合、

①「ライト層」が２７％→３４％とやや増加傾向
②「非購入層」が３４％→２８％とやや減少傾向

　といった「広く浅く」といった傾向がうかがえます。

　特に「非購入層の減少」は男女とも４０～５５才の層で顕著な傾向です。

2000年2001年

中学生

高校生

大学生

２０代

３０代

40～55才

49

28

15

22

27

35

30

27

25

21

39

24

15

31

33

31

21

29

13

24

25

12

6

12

非購入層
0枚

ライト層
1～3枚

ミドル層
4～11枚

ヘビー層
12枚以上

27

12

6

16

29

36

46

40

36

33

46

44

22

43

45

40

24

20

13

10

0

5

5

2

29

27

27

41

27

28

16

4

28 34 28 10

非購入層
0枚

ライト層
1～3枚

ミドル層
4～11枚

ヘビー層
12枚以上

46

28

6

6

25

57

30

22

24

24

31

21

24

46

42

38

34

14

28

33

10

8

0

4

24

16

12

20

40

51

52

48

24

26

33

26

22

30

54

24

23

20

10

30

3

2

4

4

32

35

24

30

28

24

15

10

34 27 26 13

▲

▲

男　

性

中学生

高校生

大学生

２０代

３０代

40～55才

女　

性

全 　　体

男性　計

女性　計

＊ 単位：％　　ベース：全数（ｎ＝800）　　○は昨年より明らかに増加・▲は明らかに減少した数値

注： ％を正数表記（小数点以下四捨五入）している為、合計が100％＋－の箇所がありますが数値に問題はありません。

▲

▲

▲

▲

▲ 0



３．性・年代別にみるＣＤ購入枚数（シングル）

　ここでは、昨年から本年へのシングルＣＤの購入枚数の変化を性・年代別にみていきます。

　全体的にみた場合、

◎「非購入層」が５３％→６２％と明らかに増加傾向

　であることがうかがえます。

　特に「非購入層の増加」は２０代の男女、男性の大学生・３０代の層で顕著な傾向です。

2000年2001年

中学生

高校生

大学生

２０代

３０代

40～55才

非購入層
0枚

ライト層
1～3枚

ミドル層
4～11枚

ヘビー層
12枚以上

非購入層
0枚

ライト層
1～3枚

ミドル層
4～11枚

ヘビー層
12枚以上

男　

性

中学生

高校生

大学生

２０代

３０代

40～55才

女　

性

全 　　体

男性　計

女性　計

＊ 単位：％　　ベース：全数（ｎ＝800）　　○は昨年より明らかに増加・▲は明らかに減少した数値

注： ％を正数表記（小数点以下四捨五入）している為、合計が100％＋－の箇所がありますが数値に問題はありません。

42

28

40

44

64

56

14

40

36

26

26

29

28

30

24

28

8

10

2

2

16

4

0

0

36

32

40

40

63

73

34

22

22

20

21

18

26

22

24

37

14

22

14

8

2

4

4

1

56

51

21

28

19

17 3

4

53 24 18 4

65

59

18

23

12

16 2

4

42

37

60

73

73

64

21

19

15

9

17

26

25

27

13

15

9

12

16

12

8

3

2

3

40

28

49

57

71

62

19

31

31

21

17

26

28

33

18

18

12

12

8

12

5

2

62 21 14 3

▲

▲

▲▲

▲

0

0



４．新品ＣＤアルバムのジャンル別購入率

アルバム（新品CD）・ジャンル別購入率（過去１年内）

　ここではＣＤアルバムの購入率を性・年代別にみていきます。なおジャンルの選択肢については本年におい
て大幅に見直したので、昨年との比較は割愛しています。

単位：％

演歌

歌謡曲

日本の

ﾎﾟｯﾌﾟｽ

日本の

ﾛｯｸ

日本の

R&B

日本の

ﾗｯﾌﾟ･

ﾋｯﾌﾟ

ﾎｯﾌﾟ

日本の

ﾚｹﾞｴ

海外

(欧米)の

ﾎﾟｯﾌﾟｽ

海外

(欧米)の

ﾛｯｸ

海外

(欧米)の

R&B

海外

(欧米)の

ﾗｯﾌﾟ･

ﾋｯﾌﾟ

ﾎｯﾌﾟ

海外の

ﾚｹﾞｴ

ｸﾗｼｯｸ ｼﾞｬｽﾞ

ﾌｭｰｼﾞｮ

ﾝ

ﾋｰﾘﾝｸﾞ

ﾐｭｰｼﾞｯ

ｸ

男性計 8 47 19 7 5 1 17 15 7 3 3 6 8 6

女性計 11 48 13 8 2 0.1 16 5 4 1 1 6 3 5

中学生 6 36 15 2 3 2 3 2 3 - 2 2 - 2

高校生 5 46 21 6 3 3 8 10 5 3 - 6 2 2

大学生 3 54 34 18 13 6 19 22 8 8 5 9 10 8

20代 9 51 31 13 9 3 22 27 16 8 6 3 6 10

30代 3 58 9 6 3 - 15 12 9 3 3 3 9 -

40～55才 12 38 14 3 3 - 18 11 2 - 2 9 9 8

中学生 10 54 9 8 5 - 9 3 - 2 - 3 - -

高校生 - 69 22 10 9 - 25 5 3 3 - 9 3 3

大学生 3 61 12 19 18 2 27 6 15 10 2 6 - 3

20代 6 63 18 9 3 - 27 8 12 2 3 6 3 3

30代 12 47 12 6 - - 12 5 2 2 - 6 2 6

40～55才 15 33 9 6 - - 11 5 - - - 6 5 8

男
　
　
性

女
　
　
性

9%

47%

16%

7%
4%

1%

17%

10%
6%

2% 2%
6% 5% 6%

50％

40％

30％

20％

10％

＊ベース：全数（n=800)

　まず全体では「日本のポップス」が４７％と圧倒的。「海外（欧米）のポップス（１７％）」「日本のロック（１６％）」
がこれに続きます。　

　細かくみた場合、邦楽・洋楽を問わず「ロック」では男性、「ポップス」では女性が優位なようです。

　また「Ｒ＆Ｂ」「ラップ･ヒップホップ」も邦洋を問わず男女大学生層がよく購入しているようです（ただし「海外
（欧米）のＲ＆Ｂ」のみ男性２０代が大学生を上回ります）。



５．CDのタイプ別購入動向

新作CD／旧譜／ベスト盤／過去の名盤／コンピレーション盤購入経験率（過去１年内）

　ここではＣＤアルバムのタイプ毎の過去１年内の購入率を性・年代別にみていきます。なお選択肢を本年に
おいて大幅に見直したので、昨年との比較は割愛しています。

単位：％

新作
（ベスト盤

以外）

旧譜 ベスト
盤

過去の
名盤

ｺﾝﾋﾟﾚｰ
ｼｮﾝ盤

新作
（ベスト盤

以外）

旧譜 ベスト
盤

過去の
名盤

ｺﾝﾋﾟﾚｰ
ｼｮﾝ盤

男性計 49 27 38 20 10 22 17 17 13 14

女性計 47 28 42 7 6 14 8 11 6 12

中学生 48 15 27 8 8 10 3 3 6 6

高校生 66 34 48 15 6 21 18 13 15 9

大学生 61 42 58 22 18 27 22 25 16 16

20代 66 33 48 16 9 31 21 25 10 18

30代 42 32 41 21 14 18 17 20 11 9

40～55才 38 20 27 23 8 18 17 12 17 15

中学生 58 25 39 10 8 6 9 9 2 6

高校生 69 46 58 18 8 24 15 15 12 9

大学生 69 37 48 8 6 36 24 19 6 13

20代 63 42 55 10 8 24 13 9 5 27

30代 41 26 42 5 5 8 8 11 5 8

40～55才 33 18 32 5 5 8 2 11 8 6

男
　
　
性

女
　
　
性

48%

28%

40%

14%
8%

18%
13% 14%

10%
13%

50％

40％

30％

20％

10％

邦　　　楽 洋　　　楽

＊ベース：全数（n=800)

　全体で見た場合、一番購入率の高いのは「邦楽・新作（４８％）」となりました。次いで「邦楽・ベスト盤」が近
い数値（４０％）となっています。「邦楽・新作」購入率の高いのは男女とも学生層～２０代であり、現在のＪ－
ＰＯＰマーケットの基盤がここからもうかがえます。

　男女別で見た場合、「邦楽/洋楽・過去の名盤」「洋楽・旧譜」で男性が女性を大きく上回っています。これ
は男性ならではのこだわりなのでしょうか。

　他の細かい特色としては、「コンピレーション盤」が邦楽では男子大学生が目立つのに対し、洋楽では２０
代女性が目立っています。また邦楽の「過去の名盤」では４０～５５才の男性が一番高い購入経験率を示し
ました。



６．音楽関連機器所有状況

所有音楽関連機器 ―― Ｑ．お宅にある機器はどれですか（いくつでも○）

ＭＰ３プレーヤー

パソコン

ＰＨＳ

携帯電話

ＰＳ２（プレイステーション２）

ＴＶゲームプレーヤー（ＰＳ２は除く）

ＤＶＤプレーヤー（ＰＳ２、パソコン用は除く）※

レーザーディスクプレーヤー

ビデオデッキ※

カーステレオ（カセットのみ）

カーステレオ（ＣＤ又はＭＤ）※

携帯型ＭＤプレーヤー

携帯型ＣＤプレーヤー

ヘッドフォンステレオ

ラジカセ

ＣＤラジカセ（ＭＤなし）

ＣＤラジカセ（ＭＤ付き）

コンポ型ステレオ＋（ＭＤ無）

（ミニコンポ含む）

コンポ型ステレオ＋ＭＤ付（ミニコンポ含む）

携帯型／
ｶｾｯﾄﾃｰﾌﾟ用

注： ※は01年度よりの項目及び変更のあった項目
カーステレオ（ＣＤ又はＭＤ）は、昨年はＣＤとＭＤで分けて質問していたので、昨年のグラフはＣＤのデータを記載。
DVDプレーヤーは、昨年は据置型と携帯型で分けて質問していたので、昨年のグラフは据置型のデータを記載。
ビデオデッキは、昨年はＢＳチューナー付と付いてないもので分けて質問していたので、昨年のグラフは付いていないもののデータを記載

34

41

15

63

39

35

40

27

42

48

70

7

4

65

15

82

21

60

2

39

31

30

53

34

33

32

34

43

24

88

7

13

57

24

86

11

69

3

0 20 40 60 80 100

00年

01年

％

＊ベース：全数
（ｎ＝８００）



７．DVD機器・ソフト所有状況

　ＤＶＤについては認知・利用状況ともに確実に上昇してきています。男子高校生ではほぼ四人に一人の
利用状況です。

単位：％

自宅にあり
よく利用して
いる

自宅にあるが
あまり利用
していない

男性計 16 17

女性計 6 22

中学生 6 31

高校生 24 25

大学生 16 28

20代 13 25

30代 17 9

40～55才 18 11

中学生 9 25

高校生 - 22

大学生 6 9

20代 8 22

30代 12 12

40～55才 2 29

男
　
　
性

女
　
　
性

5%
11%

20%

42%

22%

自宅にあり
よく利用している

自宅にあるが
あまり利用
していない

自宅にないが
大体知っている

名前を
聞いたこと
がある程度

知らない

＊ベース：全数（n=800）

29%

44%

13%
5%
10%

2000年

DVD再生機器認知率・所有率及び利用動向

2001年

＊性年代別のデータは2001年のもの

所有DVD機器のタイプ

36%

11%

55%

9%

再生専用機

録画可能機

ﾌﾟﾚｲｽﾃｰｼｮﾝ2

その他

映画等のDVDソフト

音楽関係の映像のDVDソフト

その他のDVDソフト

5.8枚

4.3枚

4.3枚

＊ベース：ＤＶＤ機器所有者（n=254）

DVDソフト所有枚数

＊平均の母数は所有者あたり



８．インターネット、音楽コンテンツ・サービス利用状況

　インターネットの利用経験は確実に上昇してきています。とくに男女大学生は７０％を優に越える利用状
況です。音楽関係のコンテンツの閲覧経験も増え、「アーティストのオフィシャルサイト」「レコード会社のサ
イト」で上昇が見られます。

40%

6%

53%

現在
利用している

＊ベース：全数（n=800）

54%
44%

3%

2000年

インターネット利用経験

現在は利用
していない

利用
したことない

現在利用している－性年代別

52

61

30
代

54

63

20
代

78

75

大
学
生

34

37

高
校
生

48

58

中
学
生

36女　性

59男　性

40
～
55
才

2001年

ベース：インターネット非利用者　01年：n=364

インターネット非利用者の利用意向

①利用意向

73%

76%

2000年

2001年

②インターネット「音楽コンテンツ」利用意向

59%

63%

2000年

2001年

%

音楽関係（アーティスト、レコード会社等）の
ホームページ閲覧経験

閲覧した音楽関係のホームページ

57%

44%

24%

10%

76%

31%

34%

15%

アーティストのファンが
作ったホームページ

レコード会社のサイト

レコード店のサイト

2000年

2001年59%

33%

7%

たまに見る

＊ベース：インターネット現在利用者（n=436）

64%

8%

29%

2000年

見たことない

よく見る
2001年

アーティストの
オフィシャルサイト

＊ベース：音楽関係HP閲覧経験者（n=218）



第２章　１．音楽ソフト等の録音・録画状況

録音は53％と昨年と比べ増加傾向。録画は17％で昨年と比べ横ばい傾向。（4年推移では減少傾向。）

（録音・録画とも女子高生、女子大生で高くなっている。）

録音・録画元（何から録音・録画したか）では、“レンタルしたＣＤ等”が最も高く63％。以下“自分で買っ

たＣＤ等（43％）”、“友人から借りたＣＤ等（39％）”、“テレビ（34％）”が高くなっている。

録音先は、“カセットテープ（55％）”、と“ＭＤ（54％）”がついに並んだ。以下“ＣＤ-Ｒ”が24％と昨年

（15％）にくらべ大きく上がっていて録音メディアの世代交替が進んでいる。

カセットテープは女性（特に中学生と40・50代）で高いのに対し、ＭＤは男女高校生と

男子大学生・中学生で高い。

それに対し、ＣＤ-Ｒは男性の大学生以上で高くなっている。

（ＣＤ－Ｒの利用率は20代男性ではカセットテープより高くなっている。男子高校生・大学
生ではほぼイコール）

録音メディアの所有枚（本）数（録音したもの）はカセットテープが7.1本、ＭＤが12.2本、ＣＤ-Ｒは11.8

枚となっている。

49

56

47
53

29
23

18 17

41 40

51
45

（１）録音・録画経験（過去１年内）

――Ｑ．この１年内に、音楽を『ＣＤ等市販の音楽ソフト』やＴＶ、ラジオ、ＢＳ、ＣＳ等の『放送』から録

音・録画しましたか（いくつでも○）。

＊ベース：全体（ｎ＝８００）
＊◎○は、性年代間で特に高い傾向を示す数値
＊00年以前のデータはそれぞれの年の白書より

01年99年 00年01年99年 00年01年99年 00年 98年98年98年

しない録画した録音した単位：％

17

12

30

33

39

25

6

12

12

16

25

31

21

12 4751男　性　計

4356女　性　計

584240～55才

465230代

336620代性

1584大学生女

1681高校生

2773中学生

613640～55才

504730代

366420代性

2575大学生男

3364高校生

3460中学生

＊数表の層別の
　データは01年の
　データ

0

10

20

30

40

50

60
％

◎

◎

◎



7.1

12.2 11.8

32%
41%

54%

（２）録音・録画したもの―― Ｑ．何から録音・録画しましたか（いくつでも○）。

63%

43%
39%

34%

20%

11%

＊ベース： 過去１年内録音・録画
経験者（ｎ＝512）

＊◎○は性年代間で特に高い
　傾向を示す数値

46
36
42
51
55
47
31
52
42
48
60
39
44
42

自分で
買った
ＣＤ等

18
17
16
12
27
20
31
18
21
12
20
30
17
23

家族が
買った
ＣＤ等

9243866男　性　計
13443961女　性　計

ＦＭ
ラジオ

テレビ
友人から
借りた
ＣＤ等

レンタル
したＣＤ等

743254640～55才
1131336430代
1649366420代性
18445672大学生女
20637368高校生
14497471中学生
1527275840～55才
621275830代
516447420代性
4205272大学生男
9386473高校生
9505071中学生

単位：％

＊数表の層別の
　データは01年の
　データ

以下、
BS放送 ８％
図書館で借りたＣＤ等

８％
ケーブルテレビ７％
ＡＭラジオ ５％
ＭＤ ５％
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ２％
ＣＳ放送 ２％
有線放送 １％
その他 １％

（３）録音先―― Ｑ．録音は何にしましたか（いくつでも○）。

82%

67%

55%

15%
24%

4% 7% 6%

01年00年01年00年01年00年 99年　00年　01年99年99年99年

32

32
57

64

70

51

42

61

67

72

86

78

46

62

ＭＤ
パソコン
（MP3含む）

ＣＤ－Ｒｶｾｯﾄﾃｰﾌﾟ単位：％

18

21
14

14

11

12

33

42

30

36

23

25

16

33 941男　性　計

367女　性　計

-7940～55才

36530代
55920代性

555大学生女

-63高校生

671中学生

86340～55才

74830代

92120代性

1238大学生男

926高校生

1550中学生

＊ベース： 過去１年内録音経験者（ｎ＝496）
＊ベースの設定を変えているため、98年データは省略／ＣＤ－Ｒは00年よりの項目
＊00年以前のデータはそれぞれの年の白書より
＊◎○は性年代間で特に高い傾向を示す数値。

5.8

9.5
7.0

5.0

4.7

7.0

9.0

4.1

5.1

11.6

10.5

9.9

6.8

7.6

カセット
テープ

ＣＤ－ＲＭＤ

8.7

12.4
8.5

12.3

12.4

10.2

12.8

9.1

15.2

18.4

17.3

13.6

10.1

13.9 12.4

10.6

12.8

17.3
3.2

6.8

9.0

4.2

19.0

9.3

10.7

8.1

13.7

6.6

15

10

5

枚

枚 枚

録音ﾒﾃﾞｨｱの使用枚(本)数（過去１年内）
〔各ﾒﾃﾞｨｱ利用者あたり平均枚（本）数〕

＊平均の母数はメディアごと利用者あたり
性年代別のデータについてはベースが
小さいため参考値

％ 70

60

50

40

30

20

10

0

枚％
100

50

0



２．ＣＤ－Ｒ機器利用状況

• “自宅にありよく利用”は15％（昨年10％）。“自宅にあるがあまり利用していない”を含めると所有率は

30％となっている。

• “自宅にありよく利用”は、男子大学生で特に高く、20代・30代男性がそれに次いでいる。

• 所有率では、男子大学生が最も高く、次いで女子大生でも高くなっている。

• 所有ＣＤ－Ｒ機器のタイプは、“パソコン用のドライブ”が97％と“オーディオＣＤレコーダー（５％）”と比

べ圧倒的に多い。

• ＣＤ－Ｒ機器の使用用途は、“パソコンデータのバックアップ（音楽以外）”が69％（昨年74％）と最も高

い傾向はかわらないものの減少傾向にあり、“レンタル店で借りたＣＤのコピー”が52％（昨年33％）、

“友人・知人から借りたＣＤのコピー”が34％（昨年30％）と「音楽ＣＤのコピー用途」が増加している。

• 購入意向のタイプは“パソコン用”が40％、“オーディオＣＤレコーダー”が12％となっている。

（パソコン用、オーディオＣＤレコーダーとも昨年とくらべると倍位に購入意向が増加している）

• パソコン用は20代社会人と男女大学生で高く、オーディオＣＤレコーダーは男子高校生、女子
中学生で高くなっている。

（１）ＣＤ－Ｒ認知率・所有率
―Ｑ．あなたはＣＤ－Ｒ（機器）を知っていますか。

23%

24%

23%

15%

15%

自宅にあり
　よく利用している

自宅には
ないが大体
知っている

自宅にあるが
あまり
利用していない

知らない

名前を聞いた
ことがある程度

13

16

10

16

12

10

11

17

10

12

22

9

17

21

中学生

高校生

大学生

20代

30代

40～55才

中学生

高校生

大学生

20代

30代

40～55才

女

性

男

性

19

11

13

16

34

22

21

14

16

5

15

9

15

11

33

14

18

21

33

45

29

30

9

15

25

25

20

2

自宅にあり
よく利用
している

自宅に
あるが
あまり利用
していない

男　性　計

女　性　計

単位：％

21

27

31

28

12

15

24

21

24

25

25

37

27

21

自宅に
ないが
大体

知っている

名前を
聞いた
ことがある
程度

知らない

15

32

27

18

9

8

15

18

40

43

12

19

21

46

45

18

19

8
10

単位：％

＊ベース：全数（ｎ＝８００）

２００１年

２０００年

所有率　30％

＊◎○は、性年代間で特に高い傾向を示す数値

所有率
　18％



6%

97%

5%

94%

00年

01年

(２) 所有ＣＤ－Ｒ機器のタイプ（複数回答） 　（３）ＣＤ－Ｒ機器の使用用途

パソコン用の
ドライブ

33%

19%

30%

31%

69%

52%

35%

34%

33%

74%

00年

01年

１．ﾊﾟｿｺﾝのﾃﾞｰﾀの
　ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
　（音楽ﾃﾞｰﾀ以外）

＊ベース：ＣＤ－Ｒ機器所有者（ｎ＝１２８）
　平均枚数の母数はＣＤ－Ｒ機器
　所有者あたり

オーディオ
CDレコーダー

２．レンタル店で借りた
　ＣＤのコピー

３．ﾊﾟｿｺﾝのﾃﾞｰﾀの
　ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
　（音楽ﾃﾞｰﾀ）

４．友人・知人から借りた
　ＣＤのコピー

５．自分で購入した
　ＣＤのコピー

―Ｑ．所有しているＣＤ－Ｒ（機器）は
　　　　どのようなタイプですか（いくつでも○）

―Ｑ．ＣＤ－Ｒ（機器）は主にどのような用途で
　　　　　　　　使いますか（いくつでも○）
―Ｑ．音楽をコピーしたＣＤ－Ｒ（ディスク）を

　　　　　　　何枚位持っていますか％

音楽をコピーしたＣＤ－Ｒ
(ディスク)の所有枚数平均

１２．０枚

(４) ＣＤ－Ｒ機器購入意向
―Ｑ．購入するとしたらどんなタイプのＣＤ－Ｒ（機器）を買いたいですか（いくつでも○）

23%

6%

40%

12%

7

11

11

14

7

20

13

13

18

17

20

14

10

15

オーディオ
ＣＤレコーダー

4447男　性　計

6133女　性　計

買いたくない／
よくわからない

パソコン用

732040～55才

474730代

554020代性

4350大学生女

6432高校生

6714中学生

484440～55才

534030代

296020代性

3358大学生男

3647高校生

6126中学生

単位：％

＊ベース：ＣＤ－Ｒ機器非所有者
　（ｎ＝５６０）
＊00年とは選択肢を変更している

ため、00年データは、パソコン用
と、オーディオＣＤレコーダーの
み表記

52％

00年 01年

＊ベース：ＣＤ－Ｒ機器所有・利用者
（ｎ＝１２８）
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50 100

50 100
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＊◎○は、性年代間で特に高い傾向を示す数値


